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本 録を  

 
1951年 ・ が国初の地域がん登録が宮城県内で開  

1954年 ・日本で初めて地域がん罹患率が報告される 

1957 ~59  （1957年）と長 （1958年）の医 会が 

原 調査 会（現、 法人 研究所）の協 を得て 登録を開  

1960年代 ・1962年、 と で地域がん登録が開  

1970年代 ・神奈川県（1970 年）、 取県（1971 年）、北海道（1972 年）、高知県（1973

年）、 山形県（1974年）、千 県（1975年）で地域がん登録が開  

1975  を受 て 録 発  

1979年 ・国の第 4 新生物実 調査で初めて地域のがん 3 年生存率が 表される（13 道府

県） 

1983  ・ 人保健法 に う、国 の開  

14 て 録  

1984年 ・第 8回国 がん登録学会が 岡市で開催される 

1989年 ・国の第 5 新生物実 調査に 1道 1府 14県 2市のがん登録が  

1992  録 会 JACR 発  

1995年 ・JACR グラフが 刊される（以後年 1回刊行） 

1996年  ・地域がん登録研究 が がん登録 人情報保 イドラインを発表 

1998年 ・ 金の一 化がん登録は、都道府県の自主 に られる  

2002   録を  

2004年 4月 ・第 3 対がん 10 か年総合 が る がん予 対策のためのがん罹患・死亡 向の実  

の研究 （ 長）による 15府県に対しての支援 制が開  

 

2005年 9月 ・JACR が 地域がん登録における機 保 に関する イドライン を刊行する（大島明理事長） 

2006  6  本  

2006年 10月 ・国立がんセンターがん対策情報センターがん情報・統計部地域がん登録室の開設 

2007年 4月 ・がん対策推進協議会が発足 がん対策推進基本計 が 表される 

・ がん対策基本法の理 に基づきがん診療連携拠点病院の 定が開  

（これによりがん罹患の届出 数が全国的に 増する） 

 

2010年 月 ・JACR が NPO法人となる 

2010 10  第 32回 録学会 を ンター JACR  

 

2012年  ・がん対策推進協議会にて がん対策推進基本計 が策定され、がん登録の なる推進が



明記される 

・JACR ががん登録の法制化を要 する意見 を 大 らへ提出 

・ を 47 録  

・国 がん研究機関（IARC、リ ン）が発刊する、 5 大 のがん罹患 第 1 に、 宮城、新

、 井、愛知、大阪、 島、佐賀、長崎のデータが 宮城は、 第 1 刊から連 10 回の

となる  

 

2013  

12 6  

録  

2015年 ・ JACR が 全 理 置 ニタリング事業を開  

2016 1  録 録  

2016年 月 ・地域がん登録全国協議会は日本がん登録協議会と 名  

2016 9  JACR 賞を受賞 

2016年 10月 ・JACR は国立がんセンターからの受 業務として、都道府県のがん中 登録室・ を対 とし

た 全 理 置 ニタリング事業を開  

2017  会 JACR J-CIP ジ を  

 

2018年 1月 ・日本からは宮城、 田、山形、 木、 、 城、神奈川、新 、 井、山 、愛知、大阪、

、 島、愛 、佐賀の16府県が した、CONCORD-3の の 文が LANCETに

 

2018 11  JACR NPO  

2019 1  録 て 集 表  
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会 （47都道府県 1市、1研究 ） 

北海道、青森県、 手県、宮城県、 田県、山形県、 島県、 城県、 木県、 県、 

県、千 県、東 都、神奈川県、新 県、 山県、 川県、 井県、山 県、 

長野県、 県、 岡県、愛知県、 県、 賀県、 都府、大阪府、 県、奈 県、和 山県、 取県、島

県、岡山県、 島県、山 県、 島県、香川県、愛 県、高知県、 岡県、佐賀県、長崎県、 本県、大分県、宮

崎県、 児島県、沖縄県、 島市 

（一 ）CDAA 

 

会 （30 ） 

（一 ）全日本 ー ー協会（5 ） 

（ ）日本医 会、日本生命保 相 会 、東 海上日 んしん生命保 （ ）、 

東 海上日 保 （ ）、 士  （ ）（4 ） 

ア リカンファ リー生命保 会 、MSD （ ）（3 ） 

（ ）日本 医 会、（ ） クルト本 、サイニクス（ ）、 の （ ）、（ ）レ ック、 保ジ ン

日本 亜 り生命保 （ ）、 光 （ ）、 士フイルム ディカル（ ）、 ニ ライフ生命保 （ ）

（2 ） 

（ ）日本対がん協会、アストラ カ（ ）、 士レ オ（ ）、 見 （ ）、大 工業（ ）、 

中外 （ ）、第一 共（ ）、 バル ィスファー （ ）、（ ）キ ンサースキ ン、 ルクセ ー （ ）、ファ

イ ー（ ）、 井 友海上 いおい生命（ ）、 田 工業（ ）（1 ） 

 

人 会 （12名） 

田中英夫 、佐々木 、岡本 幸 、 井田 美 （他 8名） 

  



 
 

 
 

（敬 ） 

理事長 木 裕 県 生環境研究所 

理事長 

 

野 一 金 医 大学 

大木 い み 木県立がんセンター 

理事 木 文  （ ） 県健 づくり  

 上 夫 千 県がんセンター 

 田  高知大学教育研究部 

 松坂 方士 前大学医学部 病院 

 田渕 健 東 都立 病院 

 宮代  大阪国 がんセンター 

 山 裕美 （ ） 研究所 

 伊藤 秀美 愛知県がんセンター研究所 

事 片山 佳代子 神奈川県立がんセンター 研究所 

第 8回 

学術集会長 

高  人 北海道がんセンター 

 田中 英夫 大阪府 和田保健所 

田 憲一 全国 生部長会 

岡本 幸 会 レ ック 

 

会（敬 ） 

会名 長 

学術 会 田  

全 理 会 野 一 

報 会 松坂 方士 

教育研 会 大木 い み 

国 会 伊藤 り 

 木 裕 

 



表  

 

（1） 学術  

がん記述疫学の研究分野で優れた研究業 の る 50歳以 の研究者を対 とする  

 

 これ での受 者歴（敬 ） 

 

受 年 回 受 者 所  

平成 24年 第 回 松田 大 国立がん研究センター 

平成 25年 第 回 山 裕美 研究所 

平成 26年 第 回 片野田 耕太 国立がん研究センター 

平成 27年 第 回 伊藤 り 大阪府立成人病センター 

平成 28年    

平成 29年 第 回 田  大 大阪国 がんセンター 

平成 30年 第 7回 伊藤 秀美 愛知県がんセンター研究所 

中田 佳世 大阪国 がんセンター 

 

（2） がん登録実務 者表彰 

全国（地域）・院内がん登録の実務 が 3 年以上 り、全国（地域）・院内がん登録で を げた者、今後の

活 が できる者、データ活用、がん対策に した者を対 とする  

受 年 受 者 所  

平成 30年 小出 佳代子 愛知県がんセンター研究所 子医療研究部 

  保子 千 県がんセンター 

 原上  研究所 

 

 上村 作 東 都がん登録室 

  香里 大分県 保健部 

 本 子 山 子 大学 

 中  愛恵 島 大学医学部 病院 

   

   

 

  



（3） 都道府県がん登録実務  

県のがん登録室を対 とする Gold は CONCORD・CI5 府県、Silver は MCIJ A 基 を満たす県と、2 つの

基 を設けて都道府県のがん登録室の表彰を行う  

受 年 Gold受 県 Silver受 県 

平成 30年 宮城県 北海道 

 田県 青森県 

 山形県 宮城県 

 木県 県 

 県 岡県 

 城県 神奈川県 

 神奈川県 長野県 

 新 県 県 

 井県 川県 

 山 県 賀県 

 愛知県 県 

 大阪府 奈 県 

 県 和 山県 

 島県 島 県 

 愛 県 取県 

 佐賀県 岡山県 

  山 県 

  香川県 

  島県 

  高知県 

  岡県 

  長崎県 

  大分県 

  本県 

  児島 

  



（4） 藤本伊  

国 がん登録学会な 、JACR が 定する国 学会において、がん記述疫学・がん対策の研究分野で優秀な研究発表

を行 た 45歳以 の者を対 とする  

受 年 受 者 所  

平成 年 井 敬  大阪国際がんセンター 

 田中 里奈 前大学大学院 

医学研究  

平成 30年 当者なし  

 



学術集会  

 
開催日 回 開催地 大会長 

平成 4年 12月 10日 第 1回 大阪市 藤本伊  

平成 5年 10月 8日 第 回 市 高野  

平成 6年 9月 21日 第 回 島市   

平成 7年 9月 21日 第 回 山形市 佐藤 幸  

平成 8年 9月 20日 第 回 長崎市 田 高  

平成 9年 9月 12日 第 回 千 市 村田 紀 

平成 10年 9月 4日 第 回 名 市 田島 和  

平成 11年 9月 14日 第 回 神 市 田 輝子 

平成 12年 9月 14日 第 回 市 岡本 幸 

平成 13年 9月 14日 第 回 大阪市 大島 明 

平成 14年 9月 13日 第 回 子市 本 治 

平成 15年 9月 12日 第 回 井市 藤田 学 

平成 16年 9月 2日 第 回 市  一  

平成 17年 9月 2日 第 回 東 都  友  

平成 18年 9月 1日 第 回 山形市 松田  

平成 19年 9月 7日 第 回 島市 児  和紀 

平成 20年 9月 12日 第 回 長崎市 関  一  

平成 21年 9月 4日 第 回 新 市 小松原 秀一 

平成 22年 10月 15日 第 回 市 岡本 幸 

平成 23年 9月 15日 第 回 千 市 上 夫 

平成 24年 6月 8日 第 回 高知市 田  

平成 25年 6月 14日 第 回 田市 藤  

平成 26年 6月 13日 第 回 市 中  一  

平成 27年 6月 11日 第 回 前 市 木 裕 

平成 28年 6月 3日 第 回 金 市 野 一 

平成 29年 6月 9日 第 26回 松山市 本  

平成 30年 6月 13日 第 27回 市 増田 昌人 

平成 31年 6月 19日 第 28回 市 高  人 

 



 

 

（1） News letter 

No.1〜 No.46（1997年〜2019年） 

年 回刊行 

http://www.jacr.info/publicication/publicication3.html にて 開 

 

（2） JACR Monograph 

No.1〜No.23（1994年〜2018年） 

 

（3） たちの地域がん登録 

2012年出  

 

（4） 地域がん登録の手 き 第 ・  

2013年発行 

 

（5） がん登録の手 き 第 6  

 2018年発行 

 

（6） 地域がん登録における機 保 に関する イドライン 

 2005年 9月発行 
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2019年 2月現  

対 とする 文の学術 域 

JACR グラフは、以 に関する 文の投稿を し す  

 全国がん登録 地域がん登録資料を活用したがんの記述疫学研究 

 人 死亡情報 の政府統計資料を用いた、がんの記述疫学研究 

 院内がん登録資料を用いた病院のがん医療機能の評価に関する研究 

 がん対策の 、立 、 ニタリング、評価に関する政策的研究 

 がん登録事業の 実 、資料の利活用の 進を るための法 会 学および情報 学的研究 

 がん登録資料との記録 合の を用いた ー ート研究 

 の他の国 協同研究を めたがんの記述疫学的研究 

 

投稿受  

当 年度に発行される グラフの投稿受 は、同一年度の 9 月 30 日 でとし す  

 

投稿 文の と原稿のスタイル 

(1) 原  

1) タイトル ージ タイトル、 者名、 者の所 施設、 Corresponding author 名と の連

（ 所、 、FAX 、 子 ール）、 文の 、 要 と本文 れ れの文字数 

2) 要  800 字以内 構 化（目的、方法、 、 ）が しい  

3) 本文 1 は めに 、 2 方法 、 3 、 4 で構成するが、 要に応 、2.(1),1)と、 小

化して い 要に応 、 を 4 の後につける を め、6000 字以内とする  

4) 表は、合計 8 つ でとする 用文 は、30 でとする  

(2) 総説 

1) タイトル ージ 原 文に同  

2) 要  800 字以内  

3) 本文 内容に応 、 構 化を る を め、8000 字以内とする  

4) 表は合計 6 つ でとする 用文 は、60 でとする  

(3) 資料 

地域がん登録資料、政府関係資料、院内がん登録資料 を用いた統計データの提示を中 とした 文 、がん

登録事業 がん対策の 実に 立つと られる資料  

1) タイトル ージ 原 文に同  

2) 要  400 字以内  

3) 本文 内容に応 、 構 化を る を め、4000 字以内とする  



4) 表は合計 10 でとする 用文 は、20 でとする  

(4) がん登録事業活 報告 

登録 度 時 の向上な に関する ニークな取り組みと の効 評価、 報活 、実務 当者への教育研

活 な 、他県の取り組みの になると られる活 の紹介  

1) タイトル ージ 原 文に同  

2) 要  400 字以内  

3) 本文 内容に応 、 、構 化を る を め、4000 字以内とする  

4) 表は合計 6 つ でとする 用文 は、10 でとする  

(5) 提  

がん登録事業 がん対策の 、実行、評価活 と の基 整 に関する提 ・提 提 の い・意 、提

の理 的 拠、提 の 拠となる 行事例、提 が実現した場合に生 る リットデ リットな について、 する

こと  

1) タイトル ージ 原 文に同  

2) 要  400 字以内  

3) 本文 内容に応 、 、構 化を る を め、4000 字以内とする  

4) 表は合計 4 つ でとする 用文 は、20 でとする  

 

投稿原稿の 要  

(1) MS Word（ver.2010以 ）を て日本 で作成する 数字 びアルファ ットは原 として 角とする  

(2) 数字は算用数字を用い、 位 は 用のものを用いる  

(3) な、 るいは 定分野のみで用いられている 位、 、 ならびに表現には な説明を る  

(4) なる機関に するものが共 で る場合は、 所 機関に をつけて 名 の に一 して示し、 の

を対応する 者の 名の に記す  

(5) 、表および 真には  1、表 1、および 真 1 な の をつけ本文とは別に とめておく 表は表題とと

もに 1 の用 に 1 つとする（ 、 真についても同 ） は 例とともに原 として の できる明 な

ものとする 表は、Excel もしくは Power Point （ ちらも ver.2010 以 ）で作成する 真は JPEG も

しくは GIF データで提出する 、表、 真は、全て となるので、 れを に 例な を作成すること  

(6) 用文 の後に、英文 Summary を することができる された 文の英文Summary は、 表

とともに JACR の ーム ージに される場合が ることを することが、英文 Summary を JACR グラフ

に することの となる 当 への英文 Summary の を希 する場合は、 ー 字による 者名と所

施設名と400 以内の英文Summary を、この で 用文 の後の に用意する して、 表および

の 例とタイトルは、英 で作ること なお、英文 Summary は、 によるチ ックを受けておくことが しい  

(7) 用文 の記  

1) 文 は本文の 用 所の に 1)、1〜5)、1,3〜5)と、 用する に で示し、本文の後に一 して

用 に記 する 文 の 者が 3 人 では全 、4 人以上の場合は 3 人目 でを げ、4 人目以 は

して、3 人の 者名+ 他 とする（以 の例を ） 英文の文 で 者が 4 人以上の場合は、3 人



の 者名+ et al. とする  

2) 名は の が 用している 名が る場合は 用してもよい  

3) 記 方法は 記のとおり  

  の場合 者名 表題 名 発行年（ ）  

例 1 田中英夫 山 秀明他 癌 医療施設における 治療の 向 癌の

2001 47 449 455  

例 2 Tanaka H, Uera F, Tsukuma H, et al. Distinctive change in male liver cancer incidence 

rate between the 1970s and 1990s in Japan: comparison with Japanese Americans and US 

whites. 

Jpn J Clin Oncol. 2007;37:193 196. 

  行本の場合 者名 表題 集名 名 発行所所 地 発行所 発行年（ ）

 

例 3 賀 美子 松田 大 友 日本のがん罹患の将来推計 友 片野田耕太

木和 子 秀明 井岡亜希子  がん・統計  2012 東 原出 新 2012 63

82  

例 4 Tanaka H. Prevention of cancers due to infection. Miller AB, eds.Epidemiologic studies 

in cancer prevention and screening. New York: Springer, 2012; 65 83. 

  インター ットのサイトの場合 他に な資料が得られない場合は文 として 用してもよいこととする この

場合は、サイト名とアドレスを かつ明 に記 するとともに、アクセスした年月日も 記すること  

 

投稿方法 

のファイルを 記 ールアドレス で 子 ールに して し す  

(1) するファイル 

1) タイトル ージ、要 、本文、 用文 、英文 Summary ージ でを して を したファイル  

2) 表は 1 点につき 1 つのファイル  

(2) り  日本がん登録協議会事務  office@jacr.info 

の方  

投稿原稿の は、原 として peer review による査 プ セスを て、JACR グラフ 集 で 議し決

定し す 決定の前に corresponding author に対し、revision を 示することが り す  

 

作  

された 文の 作 は、JACR に し す  

 

の他、本規定に対する い合 は、事務 （office@jacr.info） で  
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